十九世紀日本における書物の変容 by 白戸 満喜子
  審査の経緯 
2016年 3月 18日 申請者より以下の論文及び書類が提出、受理される。 
1．学位審査請求論文 
 2．博士論文要旨 
  3．学位〈博士〉申請書 
 4．研究業績書 
 











    主査：佐藤 悟 
    副査：栗原 敦 
    副査：湯浅茂雄 
   副査：内田保廣（共立女子大学教授） 
 
 4月 14日 第 1回文学研究科委員会 




    主査：佐藤 悟 
副査：栗原 敦 
    副査：湯浅茂雄 
   副査：内田保廣（共立女子大学教授） 
以降、主査、副査による審査を重ねる。 
 
    6月 16日 第 8回国文学専攻会議 
 博士学位請求論文公開審査会を 7月 23日に開催することを決定。 
 
    7月 17日 論文審査委員会 




7月 21日 第 12回国文学専攻会議 
７月１７日の論文審査の結果について報告がおこなわれた。 
 
        7月 23日 博士学位請求論文公開口頭試験を実施。審査委員会は学位請求論文
を合格とすることを承認する。 
 
















第二節 『開版指針』 各項目に関する検討 
項目番号一 享保七寅年十一月御触 
項目番号二 『堅觚集』  
項目番号三 遠国出版（甲斐国）  
項目番号四 手蔓を以って改を受ける 


















項目番号二一 新刻伺と売弘伺  
項目番号二二 『聖武記採要』 







項目番号三〇 『信州善光寺如来之縁記』  
項目番号三一 『満清紀事』 
項目番号三二 唐本の活字版作成・所持・販売 



















第三節 『開版指針』と蕃書調所  






第二項 製紙の基本原理  
第二節 明治期の書物にみる料紙  
第一項 『当世書生気質』の書誌情報と料紙観察結果の比較  
第二項 『和獨對譯字林』にみる明治期の洋紙 
第三節 各種版本紙質調査結果からの考察  
第一項 蘭書の料紙観察  
第二項 画譜類の料紙観察 
第三項 須原屋系列書肆出版物の料紙観察 





第二項 明治期における紙―作家たちが捉えた和紙から洋紙への変化  
第三項 『黄金虫』における紙―アメリカにおける紙質の変化 
第四項 『書林清話』における紙―中国における紙質変化 
第五節 漢籍複製の挫折―竹紙は何故生産できなかったのか  
第一項 竹紙原料モウソウチクの招来 
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とされる『レゲレメント、オップ、デ、エキセルシチーン、エン、マノーフルス、デル、
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